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軍法務官に関するPDF*



「陸軍法務官従四位勲三等
堀木常助之墓」＠両谷寺

（私信につきネット公開はできません）



(拙著、231頁）

1942/2/11『伊勢新聞』
「故陸軍法務官堀木常助少将」

1942/4/1改正陸軍軍法会議法施行

★法務官は軍属から軍人へ。
陸軍の各部に法務部が発足。

最高位は法務中将。

(拙著、49頁）

「従四位」は少将に相当。

例）島田朋三郎法務中将

（1945/9/4自決）

中将**にまでなった

日記・手記***



法務官とは

軍法会議の裁判官、予審官または検察官

1922/4/1施行の陸軍軍法会議法第31条・海軍軍法会議法第31条に

「陸軍法務官」「海軍法務官」の官名が規定される。

1942/4/1改正陸軍軍法会議法施行により

「陸軍法務部将校」「海軍法務科士官」に身分変更・改称される。

★20年しか存在しなかった。「法務官」は正式呼称ではなく総称

職名として「第N師団軍法会議法務官」「○○鎮守府軍法会議法務官」となる。

法務官の職務

事件ごとに所属する師団軍法会議長官（=師団長）が命ずる。



(拙著、18頁）

堀木常助：1881-1935

1908/8 第四師団（大阪）

1913/6 第七師団（旭川）

1916/10 第十一師団（善通寺）

1920/5 第十九師団（朝鮮・羅南）

1927/3 第十四師団（宇都宮）

1930/3 第七師団

1932/2 第七師団の満州派遣に伴い満州へ★

1935/2/25 承徳衛戍病院にて流行性脳脊
髄膜炎により死去。享年満53歳。

1881/9/17 三重県多気郡明和町新茶屋に誕生

1907/7 京都帝国大学法科大学卒業



堀木家系図

(拙著、34頁） 筆者作成。



常助の足跡を求めて（1）〜伊勢路へ2020/1/31

堀木家本家

常助の墓の周囲



一番左が養子の義次

妻・ウタの葬儀

伊勢市・山田節子氏宅にて



常助の足跡を求めて（2）〜旭川へ2022/3/29

旭川偕行社

レルヒ像



常助の足跡を求めて（3）〜善通寺へ2022/5/14

善通寺
偕行社

乃木館

旧第十一師団司令部内部



常助の足跡を求めて（4）
〜満州・当時の時刻表から

1934年12月号



1935/3/4朝 関釜連絡船で下関着

1935/3/2 23時00分 奉天発

1935/3/3 22時50分 釜山（桟橋）着

常助の遺骨

（3月5日付『朝日新聞』）

（急行のぞみ）

1935/3/3 23時30分 釜山（桟橋）発

（関釜連絡船）

1935/3/4 7時30分 下関着

1935/3/4 9時15分 下関発

1935/3/5 7時10分 東京着

------

（急行）



病状悪化を伝える電報（1）

承徳発「堀木
部長に（ニ）つ

き13（ヒミ）日
以来入院加療

中なりしがそ
の後経過よか
らず目下重体

に

て最悪の場合
を予想しあり

濱本」

承徳発「18日常助糖尿病にて
病重し衛戍病院長」



「午前3時危篤に陥る院長」

「25日午前3時5分死す院長」

病状悪化を伝える電報（2）

「病状安心はできざるも看護行き届く交通すれ（こ？）ぶる不便なるにより渡満は見合わせらるる

ほう」



「夜獣イ正の小林さ
んを□出たところ酒

が出た予備になる
というので荷物が

門に積んで出てお
る家の内は大混雑
であつたが二三の

獣の将校と呑むん
でおらるし自分は

直ぐ返る積りなの
がだんと遅くなって
大分酔つた」

「獣の将校」

1916年2月14日
（月）の日記



獣イ正の小林さん＝小林駒太郎第七師団獣医部長陸軍二等獣医正

⇒中佐に相当

兵科（歩兵・騎兵・砲兵・工兵・輜重兵・憲兵）：将校

各部（経理部・衛生部・獣医部・軍楽部）：将校相当官

⇒「獣の将校」は獣医部の将校相当官の俗称か

「獣の将校」の存在感と影響力：大量の軍馬・軍犬の医療を支える。

例）日中戦争（1937）〜敗戦（1945）：50〜60万頭の軍馬が動員された。

戦前の国内馬数は約150万頭

★この頃（1916＠第七師団）の常助の交友関係は将校相当官に限られていた。

軍属ゆえ兵科の将校とは付き合いにくかったのか。



満州航空「河井田部隊」

1934年5月13日（日）の
日記

「司令部釣大会師団長
1軍イ部長2他は撰□

大鮒2中□4ギゞ4、河
井田少佐等会食」

ギギ河井田少佐：

1932年10月航空少佐に累進し予備役編入し、満州航空入社。現役時代は
陸軍航空学校教官を務めるなど優秀なパイロット。

河井田義匡（かわいだ・よしまさ）

満州航空： 関東軍、満鉄、住友合資会社の出資により、1932年9月に設立された国策会社

「君らを軍より会社に出したのはこのためだ」（多田駿陸軍中将）

1932年2月熱河作戦：島田隆一航空少佐（関東軍司令部航空課長）が作戦行動に加わる
よう満州航空に要請



★世界の航空史上例のない民間航空の軍事航空への転換

活動期間：1932年2月12日〜3月24日

島田の指示「第一線部隊に対し糧秣弾薬被服の運搬並に患者輸送に従
事し特殊補給機関としての任務に服す」

南次郎関東軍司令官が満州航空の児
玉常雄副社長に、臨時独立飛行中隊の

編成を要請

1935年12月

「軍命令ニ基キ別紙ノ通リ臨時軽爆撃隊
一隊ヲ編成ス」

⇒軍人ではない河井田を中隊長に任ずる
＝「河井田部隊」が察東特別自治区の「敵

軍」拠点を爆撃

★後方支援ばかりか前線へも出動していた。

★

森久男（2001）「察東特別自治区の研究」『現代中国研究年報』123頁。

★

（ドロン）



★

満洲航空史話編纂
委員会（1972）『満洲

航空史話』より。



満州医大・高森時雄教授の講演

1934年7月25日（水）の日記

「午前七時半ヨリ紀恩堂ニテ高森博士ノ甲状
腺腫ノ話ヲ聞ク」

「高森博士」：高森時雄満州医科大学内科学
教授兼医長＠奉天

たかもり・ときお

徳島大学大学院医歯薬研究部血液・
内分泌代謝内科学HPより

（1887-1965）



熱河地方で地方病性甲状腺腫が蔓延

高森時雄（1937）「宿題報告
満蒙地方病」『日本内科学

会雑誌』第25巻第3号、付図。

満州事変を「絶好ノ機会」と
して、1933年7月に「関東軍

ノ命ヲ受ケテ調査研究ヲ行
ヒ」「余等ハ教室ヲ挙ゲテ

熱河省（略）ノ調査旅行ヲ
行ヒ大体ノ分布状況ヲ窺ヒ
来タ」

1934年8月8日付『満洲日
報』に「現地承徳より」との

手記を寄稿。⇒沃度欠乏
が原因なので海藻類を摂

れ。



満洲医大の「生体解剖」

解剖学教室で1940年代に中国人壮年男性に対して「生体解剖」による脳研究を実施

「健全ニシテ新鮮ナ北支那人成人脳」

本多勝一が現地で「生体解剖」に関する証言を得る。

戦時医学研究者・末永恵子福島県立医科大講師がその証
言の信憑性は高いと指摘

満州医大に残されていた脳のプレパラート標本：「血流の痕
跡から死後きわめて短時間のうちにホルマリンで固定され

たヒトの脳切片」

「私は官房学教室に長くつとめたから知っていますが、死体
であれば決してこんな鮮血は流れだしません。血の色が全

く違います」 ▼

（朝日文庫・1981）



要人と相次いで面会

（拙著、211-212頁）
どひはら・けんじ
（1883-1948）

すぎやま・はじめ
（1980-1945）



刊行余波

『明治大学広報』2023/6/1

『週刊金曜日』2023/9/22



ベルリン自由大学歴史・文化学部東アジア研究部日本学部

Prof. Dr. Urs Mathias Zachmann 2023/4/5来室（2023/8/2にも）


